
 

船舶事故調査報告書 

平成３０年３月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 転覆 

発生日時 平成２９年１０月２５日 ２３時５５分ごろ 

発生場所 宮崎県日南市大浦沿岸 

 鵜戸
う ど

埼灯台から真方位２０６°１.４海里付近 

 （概位 北緯３１°３７.５′ 東経１３１°２７.３′） 

事故の概要 漁船村
むら

俊
しゅん

丸は、南進中、転覆した。 

事故調査の経過 平成２９年１１月６日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 村俊丸、３.３１トン 

 ＭＺ３－３０５８３（漁船登録番号）、個人 

第２９５－４６８９１号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 主機等に濡損（全損） 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ３、視界 良好 

海象：うねり 波向東、波高約２～３ｍ 

 事故の経過 

 

本船は、船長が１人で乗り組み、いせえび
．．．．

磯建網漁の目的で、平成

２９年１０月２５日２３時３０分ごろ大浦東方沖に向けて日南市鵜戸

漁港を出発した。 

本船は、船長が大浦東方沖に敷設した長さ約３６０ｍの網４枚のう

ち南北方向に入れた１枚を北側から揚げた後、揚げ終えた網の南側付

近に敷設していた別の網に移動する目的で南進を開始した。 

本船は、大浦東方沖を沿岸に沿って約４ノットの対地速力で手動操

舵により南進中、左舷側から高起した波を連続して受け、２回目の波

を受けた２３時５５分ごろ右舷側に転覆した。 

船長は、落水して間もなく足が海底に着いたので、陸に上がって徒

歩で帰宅し、２６日海上保安庁に本事故の発生を通報した。 

本船は、大浦沿岸に漂着していたところを来援した船に引き出さ

れ、えい
．．

航されて日南市油津
あぶらつ

港に入港後、陸揚げされた。 

船長は、大浦沿岸には浅礁域が拡延しており、波が高起しやすいこ

とを知っていた。 

船長は、ＧＰＳプロッターの表示を確認していなかった。 

分析 本船は、大浦沿岸に沿って南進中、船長が、ＧＰＳプロッターで船

位の確認を行っていなかったことから、大浦沿岸の浅礁域に接近して

いることに気付かず、高起した波を受けて転覆したものと考えられ

る。 



 

原因 本事故は、夜間、本船が、大浦沿岸に沿って南進中、船長が、ＧＰ

Ｓプロッターで船位の確認を行っていなかったため、大浦沿岸の浅礁

域に接近していることに気付かず、高起した波を受けて転覆したもの

と考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・慣れた海域を航行する際においても、夜間、浅礁域に接近しない

ようＧＰＳプロッターを活用するなどして船位の確認を行うこ

と。 

 


